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相模原市教育委員会 

                                                  編集：相模原市教育センター 

家庭でできる性教育 

「さわやか」は、時代の変化や現在の子どもの性にかかわる環境や実態を踏まえ、 

家庭における活用を目的とするものです。 

 

 

 

 

 

人間は、様々な人との関わりをもちながら生活を営み、自分はどのように生きるべきか、いろいろな生活

場面を通して考え、判断し、行動します。 

私たちは、多様な価値観が存在する社会の中で生活しています。その中で互いに相手を認め、理解し、尊

重し合って生きていくことが大切です。日々の生活を通して、人としての在り方（人格）、人間らしさ（人間

性）、人と人との関わり方（人間関係）を自己の成長とともに学び、自覚する中で性が確立されていきます。 

性は人間が「心豊かに幸せに生きる」上で最も基本的なものの一つです。これからの性に関する指導は、

性のもつ身体的側面・精神的側面・社会的側面に視点をあてながら、生命を尊重し愛に根ざしたよりよい人

間関係を求めた自己実現の教育として考えていく必要があります。そのためには発達段階に応じて次のよう

な心や態度を身に付けていくことが大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こうした心や態度をはぐくみながら、一人ひとりが人生の中で性と向き合うとき、自ら考え、判断し、責任

ある行動をとることができるよう、学び続けていくことが大切です。 

 

性に関する指導がめざすもの 

～心豊かで、幸せな毎日を送るために～ 

かけがえのない生命の大切さを知り、生命を慈しみ尊重する心や態度を育てましょう。 

性に関する正確な知識を身に付けるとともに、多様な性を理解する心を育てましょう。 

互いを尊重し合うことの大切さを理解し、よりよい人間関係を築こうとする心や態度を育てましょう。 
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からだの変化と心の発達    ※からだや心の発達には個人差があります。一般的なものについて掲載しました。 

 

 

幼児期 児童期 思春期 

０歳 １歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 ７歳 ８歳 ９歳 １０歳 １１歳 １２歳 １３歳 １４歳 １５歳 

から

だの

変化 

                

成長

段階 

                

心の

発達 

                

男女の差が少ない 女子が男子の体格を上回る 

からだが大きくなり、がっしりとしたからだつきになる（男子） 

からだが大きくなり、丸みのあるからだつきになる（女子） 

からだに関する関心 

基本的生活習慣・しつけの形成 

初期の道徳性発達 

性的関心と疑問 

親との同一視 

性差の自覚 

思春期への準備 

自己の誕生への関心 

ギャングエイジ 

思春期のからだと心の変化 

思春期の不安と動揺 

性への関心 

進路の選択 

■いろいろなことをひとりででき

るようになる 

■ごっこ遊びなどをする 

■知的探求心が発達し、よく質問するよう

になる 

■仲間としての意識が強くなり、集団で遊

ぶようになる 

■自我の確立に伴い、権威に対する反抗や自己顕示欲が高まる 

■性への関心が強まったり、性的要求が高まったり、性に関する悩みが増える 
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本人は不安や気恥ずかしさがまざりあって、複雑な心境になります。一人で抱え込まず、相談できる

雰囲気をつくり、「大人のからだに近づいているしるしだから大丈夫だよ」と安心できるような言葉が

けをするとよいでしょう。また、同時に「月経が始まったら妊娠する可能性がある」ことにも触れておく

ことが大切です。 

自分の行動が相手や周りの人にとって、どういう影響を及ぼすかを考え、自分の行動には責任が伴

うことを伝えておきましょう。特に、一時の感情や衝動で安易に性行動に走ってはいけないこと、妊娠

する可能性があることについて触れておくとよいでしょう。望まない妊娠は自分を悩ませるだけでな

く、相手を大きく傷つけることも伝えましょう。 

人間の成長には個人差があることを伝え、月経の始まる時期など周囲の友達と比べて不安にならな

いよう話してあげましょう。 また、自分の性や性別についてとまどいを感じる人もいます。心配なこと

があるときは、専門の医師や専門の相談窓口などに相談してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの様子をよく観察するとともに、対話を大切にしながら、変化に気付ける関係を築きましょう。 

 

 

思春期になると、身長や体重が増加し、体毛が生え、丸みのあるからだつきになります。このようなからだ

の変化が見られたら、初経が近づいているしるしです。からだが成長していることを素直に受け入れられる

よう家族で見守るとともに、月経の対応などのマナーについても話しましょう。 

 

 

  

 

 

 

 

思春期になると、身長や体重が増加し、がっしりとしたからだつきになり、体毛が生え、声がわりや精通を

経験します。精通があることは、からだが成長しているしるしです。成長の喜びと行動に対する責任の重さを

話しましょう。 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

性に関する指導における家庭の役割 

～性に関する指導の基盤は家庭にあります～ 

相手の立場に立って考える体験を 

子どもの思いを十分受け止めた上で「ところ

で相手はどう思っているんだろう」という発想を

身に付けられるようにしましょう。 

自分を大切にする姿勢を 

子どもは自分自身を肯定できると、自分以外の周

りの人も同じように大切な存在だと分かります。大

切にされていると感じる体験を積み重ねましょう。 

自分で判断し行動できる力を 

日頃から「～しなさい」と押しつけるのではな

く、できるだけ自分の考えで判断する機会を与

え、その結果に責任をもてるようにしましょう。 

集団生活の経験を 

集団生活は社会のルールを学ぶ場です。みんな 

と行動する体験を通して、自信や自己肯定感、自 

己コントロール力を身に付けられるようにしましょ

う。 

女子のからだの変化 

男子のからだの変化 
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この時期の悩みは、成長の早さには個人差があり、人それぞれが違うことにあります。水泳の学

習や宿泊体験学習などで互いにはだかを見たり見られたりする中で、友だちと比べてしまうこと

が多くあります。特に、からだの変化の発現が早い子どもは周囲の目が気になり、自分のからだの

成長を素直に喜べなかったり、性への関心が強まったり、性的欲求が高まったりすることをいけな

いことと思い、人に相談できなかったり、一人で悩みを抱える子どもが少なくありません。 

子どもは能力も性格も、成長の早さも、一人ひとりみんな違っています。し

かし、どの子どもも自分の中に伸びようとする力をもっています。子どもの内

部から伸びようとする力を認め、信じましょう。 

また、子どもから性について聞かれたときは、誤った情報に惑わされないよ

う、真剣な態度で教えるべきことはしっかりと教え、子どもが自分自身を大切

にできるような性の意識を育てていきましょう。 

 

子どもはどんなことで悩んでいるの？ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親として心がけることは？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんなとき、どうする？Ｑ＆Ａ 

たとえ子どもであっても一人の独立した人間

として認めて接する 

ほどよい距離感をもちながらしっかりと見守

る姿勢を大切にする 
親とはいえ、子どものプライバシーに踏み込まない 

照れ隠しに安易にからかうような言い方は避ける 

 

〇からだの変化が恥ずかしい… 

 親に知られたくないなぁ。 

 友だちにからかわれた。 

 汚れた下着どうしよう。 

 誰に相談しよう。 

 自分だけかも。 

 他の人と違うかも。 

 

〇もっとやせたい… 

 みんなやせている。 

 ダイエットしなきゃ。 

〇発毛現象のとまどい… 

 わき毛の処理はどうしたらい

いの？ 

〇体臭が気になる… 

 自分が汗臭い。 

 他の人にも臭うかも。 

○からだの性や心の性に違和感

がある… 

 男らしく/女らしくと言われる

と苦しい。 

 同性を好きになった。 
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本人も「悪いな、まずいな」と分かってやっていることが多いのです。人生の先輩として、親の方がゆとり

をもって接しましょう。タイミングをはかり、落ち着いた頃に上手にアドバイスするのも効果的です。 

・一方的な押しつけにならないように気を付けましょう。 

・スマートフォン等の使い方に、普段から目を配っておきましょう。 

・本人の言い分をよく聞きましょう。 

妊娠が分かったときの喜び、妊娠中の苦労話、出産（誕生の瞬間）のことなど、それぞれのお子さんにまつ

わる具体的なエピソードを話してあげましょう。そして、お子さんの誕生をどんなにみんなが待ち望んでいた

か、また、赤ちゃんの妊娠・誕生はお母さん、お父さんはもちろんのこと、家族や病院の人など周りの協力も

大きかったことを話しましょう。 

「赤ちゃんはどうやってできるの？」と聞かれたら… 

子どもが成長するにつれて、誰もが必ず抱く疑問です。子どもの成長に合わせて説明 

してあげるとよいでしょう。 

また、この機会にかけがえのない命を大切にする気持ちを教えましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こんな様子を見かけたときは… 

〇性描写が露骨な画像が… 

性に強い関心を抱く時期です。すぐに消したり、取り上げたりせず親の感想などを話してみましょう。表現方法や内容につい

て、客観的に話し合えるチャンスです。 

〇親に対して口答えをしたり口をきかなかったり… 

自我を確立しようとしている時期です。自分に対する自信のなさや不安から、人を拒否したり、反抗したりします。気持ちに

寄り添いながら見守る余裕も必要です。 

〇いつまでも鏡を見ているが… 

性に関心をもつようになり、自分の容姿が気になる時期です。容姿をけなすような会話は慎みましょう。 

また、見かけだけではない内面の美しさや個性にも気付かせていきましょう。 

〇心配な友だちと付き合い始めたらしい… 

自分を分かってくれる友だちを求める時期です。友だちの悪いところを言うのではなく、相手に振り回されず、自分で判断

する大切さについて話をしていくとよいでしょう。 

〇スマートフォンでこそこそ・・・ 

家族よりも、他者とのつながりが大切になってくる時期です。日頃からSNS等を使用する際の約束・注意点を話し合ってお

くとよいでしょう。また、自分自身や友だち、恋人を撮影し、共有や拡散してトラブルになることもあるため、相手が誰で、どん

な理由でも裸や下着姿などを撮影しない、送らない、共有しないことを家庭でも徹底して伝える必要があります。

お父さんのもっている数え切れないほ

どたくさんの赤ちゃんのもと（精子）のた

った１つが、お母さんのもっている赤ち

ゃんのたまご（卵子）と一緒になって、赤

ちゃんができるのよ。そしてあなたがう

まれてきたのよ。 

お互い好き同士になると「一緒にいたいな、

もっと親しくなりたいな」と思うようになるの。

花が種を残すように、昆虫が子孫を残すよう

に、人も子孫を残そうとするの。数えきれない

ほどたくさんの命があなたにつながってきてい

るのよ。 

それぞれの家庭にあった言葉で話しましょう。 
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「３つの力」を育てましょう 

判断力…情報の正しさ、危険性 

      を見極め、判断する力 

責任力…自己責任で利用する力 

自制力…誘惑に負けない力 

ルールづくりをしましょう 

スマートフォン等を使う場所や

時間、使い方などのルールをつ

くり、守らせましょう 

保護者が見守り、時には 

注意しましょう 

スマートフォン等の使い方を見

守り、生活習慣の乱れや依存を

防ぎましょう 

 

 

 

金銭や品物等を渡す約束をするなどして性的な行為をする児童買春や、風俗営業店等で18歳未満の子ど

もに接客をさせるなどの犯罪は、子どもたちの心やからだに悪影響を与え、健全な育成を阻害します。子ど

もたちは心身ともに未熟であり、環境に大きく影響されます。一部の業者の利益優先主義や大人の享楽的な

風潮などが、子どもたちの大切な未来を奪い取ってしまうのです。 

 

 

 

 

 

（参考資料：神奈川県警/少年非行の概要 令和６年版） 

 

インターネットによる様々な犯罪から子どもたちを守るために施行された法や条例には、保護者の責任に

ついて示されています。近年、性犯罪は低年齢化しており、SNSなどで子どもが被害者にも加害者にもなっ

てしまう危険性があります。自分や相手を傷つけてしまうことがないよう、日頃から家庭でもインターネット

の危険性や適切な使い方について確認しましょう。もしお子さんが被害にあっているかもしれないと感じた

ときは、決して責めたり追及したりすることなく、警察や病院など適切な機関に相談しましょう。 

 

青少年インターネット環境整備法            神奈川県青少年保護育成条例 

 

  

 

 

 

 

インターネットによる性犯罪から子どもたちを守るために 

 

第１章 第６条 

 保護者は、青少年有害情報フィルタリングソフト

ウェアの利用その他の方法により、インターネット

の利用を適切に管理し、及びその青少年のインタ

ーネットを適切に活用する能力の習得の促進に

努めるものとする。 （一部要約） 

第４章 第35条 

 保護者は、青少年がインターネットを利用する

に当たっては、青少年有害情報を閲覧することが

ないように努めるとともに、インターネットを適

切に活用する能力を習得することができるよう

に努めなければならない。（一部要約） 

性犯罪等被害・性非行の実態と防止 
子どもたちを取り巻く犯罪 

子どもを守ろう 

31.6%

13.4%
1.6%

0.9%
0.4%1.8%0.2%

0.2%

49.9% 福祉犯罪検挙人員法令別状況

児童買春・児童ポルノ法
県青少年保護育成条例
未成年者飲酒・喫煙禁止法
児童福祉法
出会い系サイト規制法
大麻取締法
覚醒剤取締法
私事性的画像防止法
性的姿態撮影等
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性にかかわる主な疾病及び情報 

性感染症 

 性感染症は性行為をする誰もがかかる可能性

のある病気です。10 代後半から 20 代を中心に

患者数が増加しています。まずは大人である私た 

ちが正しい知識と予防法を知りましょう。 

ＨＩＶ感染症/エイズ 

 ＨＩＶは性行為や血液を介して感染します。

ＨＩＶ感染症/エイズに対して正しく理解し、子 

どもの疑問に答えてあげましょう。 

 

子宮頸がん 

子宮頸がんは、ヒトパピローマウイルスの感染が原因で発症し、早期発見できればその多くは治

せる病気です。ワクチン接種によるウイルス感染の予防と、20歳からの定期的な検診で、子宮頸

がんを予防することができます。小学校6年生から高校１年生相当年齢の女子は、ワクチン接種を

無料で受けることができます。予防接種について、詳しくはお近くの医療機関又は相模原市保健

所疾病対策課予防接種班〔042-769-8346（直通）〕にお問い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

性的虐待 

〇児童虐待の一つに性的虐待があります。「児童虐待の防止等に関する法律（児童虐待防止法）」によ

り、性的虐待を「児童にわいせつな行為をすること又は児童をしてわいせつな行為をさせること」

（第２条第２号）と定義しています。具体的には、子どもへの性的行為の強要や性的な行為を見せ

る、子どものポルノ写真を撮るなどです。 

〇子どもを虐待から守るためには、小さなサインを見逃さず、その状況を早期に発見し、関係機関に

相談するなど冷静に対応しましょう。 

性的指向・性自認 

〇性的指向とは、どのような性の人を好きになるかということです。性自認とは、自分の性をどのよ

うに認識しているかということです。同性を好きになることや、からだの性とこころの性が一致せ

ず、自分の性に違和感をもつことがあります。子ども自身が悩んでいたり、保護者が接し方など相

談したい場合、お子さんについて気になること等がありましたら、関係機関へご相談ください。 

ヒトパピローマウイルス（ＨＰＶ） 

・皮膚や粘膜に存在するありふれたウイルス 

・性行為の経験がある女性は誰でも感染する 

可能性がある。 

・感染してもほとんどの場合は自然に体内から 

消失するが、持続感染した細胞の一部ががん 

化する。 
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こんなことで悩んだ時は・・・ 相談先・連絡先 

学校生活・友人関係 

親子関係・養育不安 

不登校・登校しぶり 

発達・学習に関する問題 

子どもの心に関する問題 

不良行為・いじめなど 

◇教育相談課 

・中央相談室 

・南相談室 

・相模湖相談室 

・城山相談室 

 

電話042-752-1658 

電話042-749-2177 

電話042-682-7020 

電話042-783-6188 

（来所相談：月～金 午前9:00～午後 5:00 要予約） 

（電話相談：月～金 午前 9:00～午後 5:00土日、祝日、年末年始を除く） 

ヤングテレホン相談 電話042-755-2552 

月～金午後 3:30 ～午後 9:00 土 午後1:00～午後5:00 

（日曜、祝日、年末年始を除く）最終受付は終了の15分前まで 

Ｅメール相談 yantele@city.sagamihara.kanagawa.jp 

※Ｅメール相談は返信に数日かかります 

◇学校教育課 

２４時間子どもＳＯＳダイヤル 

電話0120-0-78310 

（毎日24時間） 

思春期の心や体 ◇子育て支援センター 

（母子保健班） 

・緑子育て支援センター 

・中央子育て支援センター 

・南子育て支援センター 

 

 

電話042-775-8829 

電話042-769-8222 

電話042-701-7710 

（月～金 午前 8:30～午後 5:00 土日、祝日、年末年始を除く） 

育児やしつけなどの子育

ての相談 

ひとり親家庭の生活全般 

子どもの発達や障がい、

療育支援 

子どもの虐待 など 

◇子育て支援センター 

・緑子育て支援センター 

・中央子育て支援センター 

・南子育て支援センター 

 

◇児童相談所 

◇こども虐待110番 

（24時間通告窓口） 

 

電話042-775-8815 

電話042-769-9221 

電話042-701-7700 

（月～金 午前 8:30～午後 5:00 土日、祝日、年末年始を除く） 

電話042-730-3500 

電話042-730-3511 

性感染症 

ＨＩＶ感染症/エイズ 

◇相模原市保健所 

(疾病対策課) 

◇エイズ予防財団 

(エイズに関する相談) 

 

 

◇感染症･予防接種相談窓口 

          （厚生労働省） 

電話042-7６９-７２０１ 

（月～金 午前 8:30～午後 5:00 土日、祝日、年末年始を除く） 

電話0120-177-812 

携帯電話からは０３-５２５９-１８１５ 

（月～金 午前 １０:０0～午後 １:00/午後２：００～午後５：００ 土日、祝日、

年末年始を除く） 

電話0１２０-３３１-４５３ 

（月～金 午前 ９:０0～午後 5:00 土日、祝日、年末年始を除く） 

主な相談機関 気軽にご相談ください 

mailto:yantele@city.sagamihara.kanagawa.jp
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文部科学省 

性犯罪・性暴力対策の強化について  

生命の安全教育 

 

 

 

性的指向や性自認に関

する悩み等の相談窓口 

◇教育相談課 

 

◇学校教育課 

 

◇かながわＳＯＧＩ派遣相談

（派遣型相談） 

 

◇ＳＨＩＰ ほっとライン 

         （ＮＰＯ法人） 

電話042-752-1658 

（月～金 午前 ９:０0～午後 5:00 年末年始、祝祭日を除く） 

電話042-704-8916 

（月～金 午前 8:30～午後 5:00 土日、祝日、年末年始を除く） 

電話045-210-3637 

（月～金 午前 8:30～午後 5:１５ 土日、祝日、年末年始を除く） 

 

電話045-548-3980 

（毎週木曜午後7：00～午後９：００） 

デートＤＶ等の相談 ◇配偶者暴力相談支援センター 

ＤＶ相談専用電話 

電話042-772-5990 

（毎日 午前10:00 ～ 午後5:00 火･木は午後6:00まで、第4月曜日、 

年末年始を除く） 

家庭でできる性教育「さわやか」 

令和 8 年４月配信 

配信元／相模原市教育委員会 

編集／教育局学校教育部教育センター 

〒252-0239 相模原市中央区中央３丁目 12 番 10 号 

      電話  042-756-0290（直通） 

    FAX  042-758-8146 

【監修】上坊敏子 （相模野病院医師）     

【挿絵】小林正子（元大野台中学校長） 


